
山辺地区立志式に参加しました 

２月７日(土)に、１５歳（昔の元服）の節目を祝う立志式を地域の公民館長さんに中心となっ

て行っていただきました。この式に向けて、「立志を迎える君から 明日へはばたくきみへ」と題

して２年生の皆さんに事前に書いてもらった「漢字『一字』」が、当日の式場に掲示されました。

また、公民館長さんや地域の皆さんが「１５歳の君へおすすめの本」として本の紹介等の資料を

配布してくださいました。実行委員長さんからの熱いエール、山辺中卒業生の曽根原松本市教育

長による「先輩からのエール」、里山辺地区町会連合会長さんの「地域での生活」に係るお話、第

１９分団里山辺消防団員さんから地域を守る一員としてのお話がありました。 

代表の生徒は、決意のことばや漢字一字に込めた願いを堂々と発表しました。 

地域の思いを真っ直ぐに受け止め、志を高める生徒たちの頼もしい姿と、嬉しそうにその姿を

見つめ、こんなにも温かく祝っていただける地域のありがたさに、胸が熱くなるひと時でした。 

決意のことば 

自分に贈る一文字、私は「心」という漢字を選びました。他にもい

くつか漢字の候補を考えましたが、今自分が大切にしたいことには

「心」という漢字がしっくりきました。私が大切にしたいことは、２

つあります。 

１つ目は、相手の気持ちを考えることです。 

私が思う「相手の気持ちを考える」ことは境界線を考えることです。「相手が嫌だと思うことを

しない。」口で言うのは簡単ですが、完璧にこなすことはできないと思います。嫌がらせをするな

どは、いけないことだと今分かります。でも、自分のささいな発言で相手を傷つけてしまうこと

を完全になくすことは難しいです。自分と相手は違う人間だから考え方や感じ方がそれぞれ違い

ます。自分は、その言葉で言われても何も気にならないけれど、相手は何か気になるなと思うこ

とがあると思います。そのような時に境界線を考えることが大切になります。相手がどんなこと

を考えて、どんなことをされたり、言われたりしたら嫌なのか、または嬉しいのかという境界線

を感じ取ることが大切だと思います。境界線を完璧にとらえるのは難しくても考えて判断するこ

とはできるので、普段から意識してできるようにしたいです。 

２つ目は、自分の心も考えることです。 

自分の中で何が嬉しいのか、何が嫌いなのか、を理解して素直になることが大切だと思いま

す。思ったことを全ておさえたままにしてしまうと、いつか気持ちがあふれてしまう時がくる

し、相手からしても自分が何を考えているのか分からないと何をしていいのかわかりません。嬉

しかったことや嫌だと思ったことを素直に伝えることが大切だと思いました。でも、がまんしな

いといけない時もあるので、言う時は言う、がまんする時はがまんするというように、上手にバ

ランスをとれるようにしたいです。 

このように相手の心も自分の心も大切にできるようにしたいと意味を込めて自分に「心」とい

う字を贈ることに決めました。この漢字をいつも頭に入れてたくさんの心を大切にしていきたい

です。 
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＜３月の主な行事予定＞ ※１９日は公立高校後期選抜入学予定者発表日のため終日登校できません。 

３月 ２日(月) 志願変更（～5日）  ６日(金) ＳＣ来校日（１日）最終 

 １０日(火) 公立高校後期選抜  １年生性教育講演会 

 １１日(水) ３年生特別日課(～１６日)  

 １２日(木) ３年生同窓会入会式 １３日(金) ３年生性教育講演会 

 １６日(月) ３年生を送る会、追検査実施日 

 １７日(火) ３学期終業式、離任式 １８日(水) 卒業証書授与式 

 １９日(木) 公立高校後期選抜入学予定者発表（終日登校不可） 年度末休み(～３１日) 

 ２３日(月) ＰＴＡ会計監査  

 

学校いじめ防止基本方針・学校での取り組みについて 

 山辺中では、定期的に学校いじめ防止基本方針を見直し、日頃の行動観察やアンケートなどを

通して早期発見、早期対応を心がけてきています。また、もしもいじめが起こってしまった時は

複数で対応にあたり、組織でいじめに対応していくことを常日頃から確認しております。ホーム

ページに学校いじめ防止基本方針を掲載しておりますので、ご覧ください。いざという時にはこ

のフローチャートに沿って、落ちのないよう迅速に対応していきます。もし心配なことがありま

したら、遠慮せずに学校に相談してください。 

  


